
はちのへ文化のまちづくりプランの進捗状況について

資料３
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施策の内容 着手状況

施策１ ふれる・ふかめる～文化芸術に親しむ～ ○

施策２ つくる・いどむ～新たな創造への取組～ ○

施策３ まじる・まざる～文化芸術による共生～ △

施策４ のこす・いかす～伝統の継承と活用～ ○

施策５ つなぐ・ささえる～担う人・支える人の確保・育成～ △

施策６ あつめる・ひろめる～連携のソフトインフラ～ △
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施策１ふれる・ふかめる～文化芸術に親しむ～

取組方針１ 市民による多彩な文化芸術活動振興のための仕組みや枠組みの構築

取組方針２ 子どもたちの文化芸術の鑑賞や学びの機会の充実

取組方針３ 文化施設の文化プログラムの充実と連携

主な取組 着手状況

ア 市民による文化芸術活動の振興に関する補助や支援制度の充実 ○

イ 文化芸術団体等と連携した文化芸術活動の認知や参加の輪を広げるための機会創出の検討、開催支
援（アートフェスティバル等）

○

ウ 文化芸術の振興に資する活動への表彰制度の見直しの検討 ○

主な取組 着手状況

ア 文化施設が行う鑑賞機会の充実、教育普及（ラーニング）プログラムのメニュー化による周知や、幼稚園
や学校、地区公民館に出向いて行うアウトリーチ型事業の実施

○

イ 美術教育について教員と美術館学芸員が共同研究し、企画段階から効果的な教育普及（ラーニング）プ
ログラムを実践する美術館学校連携事業

○

ウ 幼児教育（保育）施設や学校等での活動を希望する文化団体や文化芸術活動者の見える化と、文化芸
術の体験や鑑賞、部活動での人材活用を希望する学校とのマッチング事業の実施

○

主な取組 着手状況

ア 鑑賞、参加・体験、創造・発信型プログラムや、教育普及（ラーニング）プログラムの充実、学校や地域に
出向いて行うアウトリーチ型事業の実施等に関する施設特性に応じた検討、実施

○

イ 施設間連携のための仕組みづくり ○

ウ 教育旅行の誘致や文化施設と商業機能の連携した取組の実施 ○

エ 文化施設の適切な維持補修やバリアフリー・ユニバーサルデザインへの取組 ○
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小規模校音楽鑑賞教室 （施策１－取組方針２－ア）

○豊崎小学校の実施状況
実施日 令和7年9月10日（水）10:40～
会 場 豊崎小学校体育館
出 演 インフィニート・コラルコ弦楽合奏団（ピアノ四重奏）

文化芸術の鑑賞および学びの機会を通じて、こどもたちの豊かな感性を育むことを目的とし、自校での文
化芸術体験の実施が困難な市内の小規模校を対象に、学校音楽鑑賞教室を実施。
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施策２つくる・いどむ～新たな創造への取組～

取組方針１ 「アートのまちづくり」の推進と文化創造へのチャレンジ

取組方針２クリエイティブビジネスの振興

取組方針３発信力強化とファンづくり

主な取組 着手状況

ア 「はっち」のレジデンス機能を活用した、アーティスト、クリエイター、リサーチャー、ライターなどによるレジ
デンス事業

○

イ 市外からのプロフェッショナル人材と地域人材との交流・市民参加によるダンスや芝居などの実演芸術・
劇場文化の創造と発信

○

主な取組 着手状況

ア 先進事例等の調査によるクリエイティブビジネス振興策の検討 ○

イ 産業、観光等、他分野との地域文化の持続可能性を高める取組の推進 ○

主な取組 着手状況

ア 八戸地域の文化芸術に関するイベント情報の多様な情報媒体を活用した発信 ○

イ 実施されたイベント内容や文化芸術に携わる人等にスポットを当てた情報誌の発行 ○

ウ チケットのインターネット販売の導入 ○
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共に創る！アートのまちづくり魅力発見事業 （施策２－取組方針３－ア）
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八戸歴史文化発信事業実行委員会（事務局：八戸クリニック街かどミュージアム）と連携し、美術館の
共創パートナーを募り、各々で行われている文化芸術イベント情報を紹介・連携する。

ヨッテミッテのｗｅｂページ



白マド×八戸市美術館共催事業『街の灯プロジェクト』

映画上映の様子

×
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八戸市美術館外壁に名作映画等の映像を投影し、文化的な街の景観を演出することにより、市民に
映像文化に親しんでいただく機会を提供する取組。
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ヨッテミッテのｗｅｂページ

開催が終了したイベントのチラシ情報も見ることできることから、文化芸術イベントのアーカイブとしても
活用可能。



施策３まじる・まざる～文化芸術による共生～

取組方針１ 共生社会の実現に向けた環境づくり

取組方針２ 社会包摂の取組の推進

取組方針３ 文化芸術を通した国際交流の推進

主な取組 着手状況

ア 文化施設のバリアフリー・ユニバーサルデザインへの取組 ○

イ 文化施設における案内や解説等の多言語化対応の推進 ○

ウ 外国人住民に向けた地域の文化イベントや文化財に関する情報提供 ○

エ 障がい者の鑑賞等におけるバリアフリーの検討 ○

主な取組 着手状況

ア 文化施設のサードプレイスとしての運営、居場所づくり ○

イ 障がい者による文化芸術の鑑賞や参加、創造活動の充実を図る取組の推進や文化芸術を通じた交流等
の促進

○

ウ 外国人住民が地域文化に理解を深める機会の創出やホスピタルアートなどの文化プログラムを実施 ○

エ 社会包摂的文化プログラムの実施にかかる専門人材の確保、育成≪再掲・施策5(1)関連≫ ○

主な取組 着手状況

ア 三陸国際芸術祭の推進 ○

イ 美術館や「はっち」等の展覧会企画やＡＩＲを通した外国人アーティストの招聘 ○

ウ 市民主催の外国人アーティスト招聘事業等の支援 ―
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盆踊りディスコ （施策３－取組方針２－イ）

○イベント
日 時令和7年9月13日（土）
【昼の部】13:00-15:00
【夜の部】17:00-19:00（開場30分前）
会 場はっち 1階はっちひろば
参加者 昼の部 69名

夜の部 91名

障がいの有無、年齢等を問わず、プロジェクト大山や泉彩菜氏を講師に迎え、音楽と踊りを
みんなで一緒に楽しむ盆踊り企画。
大学や福祉施設などの協力を得て、半纏やうちわなど、小道具作成ワークショップも事前に実施。

○工作ワークショップ
日 時令和7年9月6日（土）
13:00-16:00（開場30分前）
会 場マチニワ
参加者 約60名
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施策４のこす・いかす～伝統の継承と活用～

取組方針１ 世界遺産・是川石器時代遺跡の適切な保存と価値の伝達

取組方針２ 地域に根ざす文化の継承と発展

取組方針３ 文化財の保存と活用

主な取組 着手状況

ア 史跡是川石器時代遺跡整備基本計画の推進 ○

イ 小中学生や市民を対象とした縄文の生活体験、縄文の工芸体験・道具づくりをはじめとした各種講座や
実体験などの教育普及事業の充実

○

ウ 観光地域づくり法人の（一財）VISITはちのへと圏域事業者で取り組む、観光客の来訪・滞在促進を図る誘
客プログラム（観光商品）の充実及び情報発信

○

主な取組 着手状況

ア 伝統文化の現状に関する悉皆調査とデータベース化及び調査を基にした伝統文化継承における課題の
抽出と対応の検討

○

イ 八戸三社大祭、八戸えんぶりなど担い手側へのハード・ソフト両面からの参加しやすい環境づくりの推進 ○

ウ 伝統文化の新たな価値を追求し継承を図る取組への支援 ○

主な取組 着手状況

ア 当市文化財の総合的な保存・活用に係る計画の策定 ○

イ ユニークベニューの検討 ○

ウ 博物館等の文化施設における小中学生を対象とした体験学習などの開催 ○
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史跡是川石器時代遺跡整備基本計画の推進 （施策４－取組方針１－ア）

○史跡是川石器時代遺跡第１期整備事業

【事業概要】

史跡是川石器時代遺跡を史跡公園として整備し、文化・観光資源として活用していく事業。
第１期整備では、基本計画に基づき、約3000年前の縄文時代晩期の中居遺跡を対象とする。

【主な実施内容（令和６年度～）】

中居遺跡を南工区と北工区に分け、南工区から順次整備する。
①当時の様子を再現する地形造成、遺構復元、植栽等（南工区・北工区）
②縄文学習館の撤去（北工区）
③トイレ等便益施設の新設（北工区）

【整備スケジュール】

令和11年度完了予定（令和12年度全面供用開始予定）

年度 令和６ ７ ８ ９ 10 11 12

南工区 工事 完成 供用

北工区 工事 完成 供用

＜令和６年度末現在＞ ＜第１期整備イメージ＞

◎是川縄文館

◎南工区

◎北工区
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更上閣ガーデンレストラン事業 （施策４－取組方針３－イ）

○ 実施日 令和7年10月1日（水）～10月4日（土） 11:00～14：00

更上閣とにぎわい広場を広く知ってもらい、日常的な利用促進につなげることを目的に、キッチンカーを
活用した食のイベントを実施。

にぎわい広場更上閣
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施策５つなぐ・ささえる～担う人・支える人の確保・育成～

取組方針１ 専門人材の確保・育成

取組方針２ 中間支援機能の強化

取組方針３ 文化ボランティアの活動振興

主な取組 着手状況

ア 文化継承や文化創造に係る取組をより充実させるための専門人材の確保・育成 ―

イ 社会包摂的文化プログラムの実施に係る専門人材の確保・育成 ○

ウ 生活文化、方言、伝統文化、文化財に係る専門知識・技能を有する人材の確保・育成 ○

エ 学校等へのアウトリーチ事業に係るコーディネーターの育成 ○

オ 大学等と連携した専門人材育成プログラムの検討 ―

主な取組 着手状況

ア 民間文化団体の中間支援機能の充実や中間支援型組織の設立・活動支援のための検討 ○

イ 公共文化施設における中間支援組織型の取組の充実（「はっち」の協働や拠点づくりなどの取組） △

主な取組 着手状況

ア 各文化施設のボランティア研修の実施やボランティアによる自主的活動への支援 ○

イ 市民集団「まちぐみ」事業 ○

ウ 美術館「アートファーマー」事業 ○
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中学生「八戸小唄流し踊り」体験教室 （施策５－取組方針１－ウ）

○体験教室の実施状況
実施日 令和7年6月1日、29日、7月12日
会 場 南部会館

日本舞踊、三味線演奏、着物着付けの各分野における専門家の協力を得て、「八戸小唄流し踊り」の体
験教室を実施し、文化芸術活動の中学校部活動地域展開も推進しながら、専門人材の発掘および確保を
目指す。

○「八戸小唄流し踊り」へ参加
実施日 令和7年7月18日（金）
会 場 八戸市中心街
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施策６あつめる・ひろめる～連携のソフトインフラ～

取組方針１ 連携・協働を推進するプラットフォームづくり

取組方針２ 青森県や近隣自治体との広域連携の推進

取組方針３ 事業資金確保の取組や企業メセナの推進

主な取組 着手状況

ア （仮称）八戸アートプラットフォームの設立と当該プラットフォームによる文化芸術に関するセミナーや実践
講座等の実施

○

イ 市内で活躍するアーティスト等の見える化とシーズとニーズの効果的なマッチングを図る（仮称）アーティ
ストバンクの設置と運用

○

ウ 文化行政に関して関連する行政分野との連携調整を図る庁内連絡会議の設置 ○

主な取組 着手状況

ア 助成金等事業資金確保手段の多角化と情報提供の充実 ○

イ 新たな資金調達方法としてクラウドファンディングの検討 ○

ウ 市の既存の文化関係基金を統合し、文化財保護の目的を加えた文化振興基金の創設 ―

エ 地場企業が地域メセナ活動への理解を深める機会づくりや文化振興に関するパートナーシップ構築の手
法の検討

△

主な取組 着手状況

ア 青森県文化芸術推進計画との事業連携 △

イ 青森アートミュージアム５館連携協議会事業の推進 ○

ウ 広域行政の枠組みである八戸圏域連携中枢都市圏「スクラム８」や北緯40゜ナニャトヤラ連邦会議での事
業連携

○

エ 三陸国際芸術祭への参加 ○
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はちのへアートフォーラム （施策６－取組方針１－ア）

○はちのへアートフォーラム「ともにいることの可能性」
実施日 令和7年8月30日（土）14:00～
会 場 八戸ポータルミュージアムはっち ２階シアター２
講 師 久保田 翠
聞き手 朝倉 由希
参加者 ３０名

地域の文化活動の活性化と持続的な発展を目指すと同時に、文化芸術の役割を改めて問
い、考え、共有する機会としてはちのへアートフォーラムを実施。
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現行プランにおける課題と今後について

【施策３】まじる・まざる～文化芸術による共生～

取組方針３ 文化芸術を通した国際交流の推進

ウ 市民主催の外国人アーティスト招聘事業等の支援

〈今後の取組案〉
・現在実施中の国際交流事業を整理・共有する。
・外国人との相互理解に資する取組を検討していく。
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【施策５】つなぐ・ささえる～担う人・支える人の確保・育成～

取組方針１：専門人材の確保・育成

ア 文化継承や文化創造に係る取組をより充実させるための専門人材の確保・育成

オ 大学等と連携した専門人材育成プログラムの検討

取組方針２：中間支援機能の強化

イ 公共文化施設における中間支援組織型の取組の充実

〈今後の取組案〉
・国の実証事業として部活動の地域展開を行う中で、指導者や協力者となる人材を見つけていく

〈今後の取組案〉

・文化芸術活動における補助金申請をためらう人のために、申請をサポートする人材を育成す
る
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【施策６】あつめる・ひろめる～連携のソフトインフラ～

取組方針２：青森県・近隣自治体との連携

ア 青森県文化芸術推進計画との事業連携

取組方針３：資金確保と企業メセナの推進

ウ 市の既存の文化関係基金を統合し、文化財保護の目的を加えた文化振興基金の
創設

エ 地場企業が地域メセナ活動への理解を深める機会づくりや文化振興に関する
パートナーシップ構築の手法の検討

〈今後の取組案〉
・県の取組（例：学校向けの出前授業など）について、情報共有を行う

〈今後の取組案〉

・既存の文化関係基金は、寄付者の意図に基づいて設立されたものであることから、他の基
金と統合することは適切でないと判断
・文化支援を行っている企業の取組を「見える化」するため、取材や情報発信を行う
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